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（１）全体では、前回調査時（平成15年度）の学力を若干上回る

	中学校英語
	問題数（割合）

	前回調査と同一問題
	30（ 100%）

	正答率において前回調査を有意に上回る
	  5（  17%）

	正答率において前回調査とほぼ同じ
	23（  77%）

	正答率において前回調査を有意に下回る
	  2（   6%）


· 30問全て、前回調査と同一問題であった。

· 内、正答率において「前回調査時を有意に上回る」「前回調査時とほぼ同じ」を合わせると28問あり、それは全問題数の約94%に当たる。

· 正答率において「前回調査時を有意に下回る」問題は2問であり、それは全問題数の約6%に当たる。

· 各問題の正答率の増減は、概ね誤答率の増減と連動しているが、特に「書くこと」の領域・「表現の能力」の観点において、２問の無答率が前回調査に比べ有意に下回っており、「書くこと」「表現すること」に対する意欲の表れとして、成果と判断できる。

· 前回調査時の教科全体の正答率が62.8%であったのに対し、今回調査における教科全体の正答率は、63.6%であり、0.8ポイント増加している。

（２）有意差の認められた問題

① 前回調査を有意に上回った問題（5問）

ア．語順・前置詞の理解
       前回正答率55.4% → 今回正答率64.5%　　(9.1ポイント増)
[image: image5.emf] 


（領域）書くこと
（評価の観点）表現の能力、知識・理解
（難易度）普通

イ．2.5ターンの会話文の理解
      前回正答率60.2% → 今回正答率68.1%　 (7.9ポイント増)
[image: image6.emf]
（領域）聞くこと
（評価の観点）関心・意欲・態度、理解の能力
　　　（難易度）普通

ウ．疑問詞（Why）の理解           前回正答率68.6% → 今回正答率75.9%　 (7.3ポイント増)
[image: image7.emf]
（領域）聞くこと
（評価の観点）関心・意欲・態度、理解の能力
　　　（難易度）普通

エ．文の創作力、構築能力
       前回正答率28.9% → 今回正答率35.6%　 (6.7ポイント増)
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1

０１（１） 疑問詞の理解（Where） 1

○ ○ ○ ○ 73.6 77.7 4.1 ＝ 24.6 20.4 -4.2 ＝ 1.7 1.8 0.1 ＝

2

０１（２） 疑問詞の理解（Why） 1

○ ○ ○ ○ 68.6 75.9 7.3 ▲ 28.6 22.2 -6.4 ▼ 2.5 1.9 -0.6 ＝

3

０２（１） 語彙知識（曜日と基本動詞） 1

○ ○ ○ ○ 84.9 86.3 1.4 ＝ 13.0 12.1 -0.9 ＝ 1.9 1.6 -0.3 ＝

4

０２（２） 語彙知識（前置詞） 1

○ ○ ○ ○ 81.4 84.6 3.2 ＝ 16.9 13.9 -3.0 ＝ 1.5 1.5 0.0 ＝

5

０３（１） 語彙知識（基本語彙） 1

○ ○ ○ ○ 87.9 89.3 1.4 ＝ 10.6 9.4 -1.2 ＝ 1.4 1.2 -0.2 ＝

6

０３（２） 語彙知識（数、前置詞） 1

○ ○ ○ ○ 68.5 68.0 -0.5 ＝ 30.2 30.7 0.5 ＝ 1.2 1.3 0.1 ＝

7

０３（３） 語彙知識（天候を表す基本） 1

○ ○ ○ ○ 70.9 68.9 -2.0 ＝ 27.6 29.7 2.1 ＝ 1.4 1.4 0.0 ＝

8

０４（１） 基本的な会話文の理解 1

○ ○ ○ ○ 73.3 71.2 -2.1 ＝ 25.7 27.6 1.9 ＝ 1.0 1.3 0.3 ＝

9

０４（２） ２．５ターンの会話文の理解 1

○ ○ ○ ○ 60.2 68.1 7.9 ▲ 38.5 30.7 -7.8 ▼ 1.2 1.2 0.0 ＝

10

０５（１） ５５語程度の文の理解 1

○ ○ ○ ○ 66.1 70.4 4.3 ＝ 32.4 28.2 -4.2 ＝ 1.2 1.4 0.2 ＝

11

０５（２） ５７語程度の文の理解 1

○ ○ ○ ○ 52.7 55.2 2.5 ＝ 45.9 43.5 -2.4 ＝ 1.4 1.3 -0.1 ＝

12

０６（１） 語彙知識（基本語彙）文法知識（不定詞） 1

○ ○ ○ ○ 73.3 72.1 -1.2 ＝ 25.4 26.6 1.2 ＝ 1.1 1.4 0.3 ＝

13

０６（２） 語彙知識（おば、疑問詞） 1

○ ○ ○ ○ 77.1 74.0 -3.1 ＝ 21.3 24.6 3.3 ＝ 1.4 1.4 0.0 ＝

14

０７ 文法知識（比較級ａｓ～ａｓ） 1

○ ○ ○ ○ 76.1 73.7 -2.4 ＝ 22.2 24.7 2.5 ＝ 1.6 1.6 0.0 ＝

15

０８（１） 50語程度の文章の理解 1

○ ○ ○ 75.6 74.9 -0.7 ＝ 22.9 23.3 0.4 ＝ 1.5 1.8 0.3 ＝

16

０８（２） 6１語程度の文章の理解 1

○ ○ ○ 58.6 59.2 0.6 ＝ 39.1 38.6 -0.5 ＝ 2.1 2.2 0.1 ＝

17

０９（１） 112語程度の会話文の理解 1

○ ○ ○ 74.0 68.4 -5.6 ▼ 23.8 29.2 5.4 ▲ 2.1 2.4 0.3 ＝

18

０９（２） 1００語程度の文章の理解 1

○ ○ ○ 68.9 58.2 -10.7 ▼ 29.0 38.9 9.9 ▲ 1.9 2.8 0.9 ＝

19

１０ 152語程度の文章の理解 1

○ ○ ○ 58.6 59.2 0.6 ＝ 38.7 38.1 -0.6 ＝ 2.7 2.6 -0.1 ＝

20

１１（１） 会話表現（初対面挨拶） 1

○ ○ ○ 82.9 83.9 1.0 ＝ 14.8 13.7 -1.1 ＝ 2.7 2.3 -0.4 ＝

21

１１（２） 会話表現（的確な応答） 1

○ ○ ○ 73.9 72.2 -1.7 ＝ 23.6 25.0 1.4 ＝ 2.4 2.8 0.4 ＝

22

１２（１） ３ターンの会話文の理解 1

○ ○ ○ 49.3 48.8 -0.5 ＝ 46.1 47.8 1.7 ＝ 4.6 3.5 -1.1 ＝

23

１２（２） ３ターンの会話文の理解 1

○ ○ ○ 61.5 62.3 0.8 ＝ 33.1 34.3 1.2 ＝ 5.2 3.4 -1.8 ＝

24

１３（１） 語順・前置詞の理解 2

○ ○ ○ ○ ○ 55.4 64.5 9.1 ▲ 44.6 25.0 -19.6 ▼ 9.0 10.5 1.5 ＝

25

１３（２） 語順・文法事項（動詞） 2

○ ○ ○ ○ ○ 38.9 44.7 5.8 ▲ 61.0 41.3 -19.7 ▼ 16.0 14.0 -2.0 ＝

26

１３（３） thereの働き、前置詞 2

○ ○ ○ ○ ○ 28.3 28.7 0.4 ＝ 71.6 57.1 -14.5 ▼ 11.3 14.2 2.9 ＝

27

１４（１） 条件に合う英文の作成（所属） 2

○ ○ ○ ○ ○ 39.1 38.2 -0.9 ＝ 18.5 23.6 5.1 ▲ 42.4 38.2 -4.2 ＝

28

１４（２） 条件に合う英文の作成（得意教科） 2

○ ○ ○ ○ ○ 35.5 36.1 0.6 ＝ 18.0 22.8 4.8 ＝ 46.5 41.1 -5.4 ▼

29

１４（３） 条件に合う英文の作成（趣味） 2

○ ○ ○ ○ ○ 39.5 37.5 -2.0 ＝ 16.6 22.0 5.4 ▲ 43.9 40.5 -3.4 ＝

30

１５ 文の創作力、構築能力 2

○ ○ ○ ○ ○ 28.9 35.6 6.7 ▲ 16.9 22.4 5.5 ▲ 54.1 42.0 -12.1 ▼

37 14 11 12 7 15 7 23 6 7 19 4 62.8 63.6 0.8 ＝ 29.4 28.2 -1.1 ＝ 9.0 8.2 -0.8 ＝



　　　正答率（％） 　　　誤答率（％） 　　　無答率（％）

平成１８年度中学校英語科学力調査正答率一覧（有効データ数９０７７名）



問題番号

内　　　　　　　　　容

配

点

記

述

領　　　域 評　価　の　観　点 難易度


（領域）書くこと
（評価の観点）関心・意欲・態度、表現の能力
　　　（難易度）難しい

オ．語順・文法事項（動詞）　       前回正答率38.9% → 今回正答率44.7%　 (5.8ポイント増)
[image: image9.emf]中学校英語ヒストグラム
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（領域）書くこと
（評価の観点）表現の能力、知識・理解
　　　（難易度）難しい

②　前回調査を有意に下回った問題（２問）

ア．100語程度の文章の理解　　   前回正答率68.9% → 今回正答率58.2%　 (10.7ポイント減)
[image: image10.emf]ポイント 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 合計

％ 0.7 0.2 0.3 0.3 0.5 1.0 1.2 1.8 2.2 2.9 3.0 3.0 3.0 3.2 3.3 3.2 3.2 3.5 3.6 3.4 4.0 3.8 3.6 3.5 4.0 3.8 4.0 3.9 3.8 3.3 3.4 3.3 2.8 2.8 2.4 1.9 1.4 0.7 100.0

生徒数 68 15 23 29 45 95 109 165 203 259 269 274 276 293 297 295 287 317 324 310 366 342 329 319 363 342 363 357 346 300 305 300 258 251 217 170 128 68 9077


（領域）読むこと
（評価の観点）理解の能力
　　　（難易度）普通

イ．112語程度の会話文の理解　    前回正答率74.0% → 今回正答率68.4%　 (5.6ポイント減)
[image: image11.emf]中学校英語レーダーチャート
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[image: image12.emf]英語科領域別正答率（中学校）〔府全体〕
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（１）分布の拡散傾向が顕著

· 全体の形状は、山の形をなしておらず、ピークが明確でない台形状を示している。

· ９ポイント（100点満点換算で約24点）から33ポイント（同、約89点）まで、どのポイントにも３％～４％の生徒がほぼ均等に分布しており、この間に全生徒数の85.4%の生徒が分布していることになる。

· 国語科のような分布の集中は見られず、極めて広範囲にわたって分布が拡散化していることが分かる。

（２）生徒個々に学力の差

· ０ポイントに約0.7%の生徒が分布しており、どの問題にも全く対応できない生徒の存在が確認できる。この特徴は、数学と共通している。

· 生徒個々の学力に差が生じていることが推測される。

[image: image14.emf]英語科領域別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕
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[image: image15.emf]英語科観点別正答率（中学校）〔府全体〕
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[image: image16.emf]英語科観点別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕
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[image: image17.emf]英語科難易度別正答率（中学校）〔府全体〕
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（１）レーダーチャートの項目軸と値

· 中学校英語のレーダーチャートでは、「領域別」、「評価の観点別」、「難易度別」の全項目の合計10項目の正答率を線で結んでいる。

· 「書くこと」の領域と「表現の能力」の観点（記述式問題）については、同一問題上に評価項目が位置づいているため、同値となって表れている。

（２）英語科のレーダーチャートの特徴

· [image: image18.emf]英語科難易度別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕
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他教科に比べ凹凸の激しい形状を示しており、項目ごとの値に大きな差があることを示している。

· 全10項目中、難易度別の「易しい」、領域別の「聞くこと」、評価の観点別の「理解の能力」で外側への張り出しが見られ、比較的高い正答率を示していることが分かる。

· 一方で、難易度別の「難しい」、領域別の「書くこと」、評価の観点別の「表現の能力」で、内側への入り込みが見られ、正答率が低くなっていることが分かる。

· [image: image19.emf]勉強が好きだ
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領域、評価の観点、難易度の各区分内における正答率の最高値と最低値の間の差が以下のように、どの区分においても約30%以上開いている。中でも、難易度別における「易しい」と「難しい」の正答率の差は、50%近くまで広がっている。そのことが、凹凸の激しいレーダーチャートの形状をつくり上げている原因である。

[image: image20.emf]授業中に考えたり発表したりすることは楽しい
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（１）領域別正答率

· 「聞くこと」の領域は、最も正答率が高く74.1%あった。また、無答率は最も低く1.4%であった。

· [image: image21.emf]授業の内容がよく分かっている
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「書くこと」の領域では、正答率が40.8%と、３領域中最も低く、無答率が28.6%と最も高かった。この無答率の高さは、「聞くこと」の領域の約20倍、「読むこと」の領域の約12倍にあたり、「書くこと」に対する生徒の抵抗の大きさを物語っている。

（２）領域別正答率の経年比較

· 「聞くこと」「書くこと」の領域において、正答率が増加した。

[image: image22.emf]英語の勉強は何に役立つ
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受験

希望の就職

生活や社会

コミュニケーション

（項目）

（％）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

「聞くこと」 正答率

　71.6%→74.1%
「書くこと」 正答率

35.8%→36.9%
· [image: image23.emf]勉強はコミュニケーション能力を高めることに役立つ
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31.5%
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6.7%

16.3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語(中）

英語

（教科）

（％）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

特に18年度内で最も正答率の低かった「書くこと」の領域で、経年比較した結果、特に無答率が大きく減少していることが分かった。書くことに対して意欲をもって取り組もうとする姿勢の表れとして、一つの成果と考えられる。

「書くこと」 無答率　46.7%→40.5%　（6.2ポイント減）

· 「読むこと」の領域においては、正答率が減少した。無答率については変化なく、誤答率の増加によるものである。

「読むこと」 正答率　69.2%→67.3%　（1.9ポイント減）

　　　〃　　　誤答率　28.3%→30.4%　（2.1ポイント増）
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（１）英語の勉強が好きだ

（２）英語の勉強は大切だ

（３）英語の勉強は、受験に関係なくても大切だ

（４）英語の勉強をすれば、私の受験に役立つ

（５）英語の勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

（６）英語の勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

（７）英語の勉強をすれば、私は、英語で自分の考えや気持ちを伝えることができるようになる

（８）受験に役立つよう、英語の勉強をしたい

（９）自分の好きな仕事につけるよう、英語を勉強したい

（10）ふだんの生活や社会に出て役立つよう、英語を勉強したい

（11）英語で自分の考えや気持ちを伝えることができるよう、英語の勉強をしたい

（12）将来、英語の勉強を生かした仕事をしたい

（13）私は、英語の授業の内容がよく分かっている

（14）授業中に英語を聞いたり、話したりすることは楽しい

（15）私は、家庭学習として英語の勉強をよくする方だ

設問項目

選択率

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答


[image: image25.emf]国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問１ （１）

25.4 20.6 23.3 27.8 20.1 25.7 27.0 25.1 4.2 0.8

（２）

60.3 48.4 23.7 31.7 5.8 11.2 7.5 7.8 2.6 0.8

（３）

57.8 43.0 23.0 32.1 7.4 14.8 8.0 9.2 3.7 0.9

（４）

65.6 59.4 21.0 28.5 4.4 7.0 5.1 4.1 3.8 1.0

（５）

27.3 21.2 18.3 28.0 17.2 30.2 22.2 19.7 14.8 0.9

（６）

44.6 33.2 25.2 34.2 10.7 19.7 12.1 11.9 7.5 1.0

（７）

36.4 26.4 24.2 31.5 14.5 24.7 15.3 16.3 9.6 1.1

（８）

61.5 59.0 22.8 27.9 5.5 7.6 6.5 4.5 3.6 1.0

（９）

27.2 24.0 17.8 26.6 17.5 28.8 23.2 19.5 14.1 1.1

（10）

40.7 30.4 24.3 31.2 12.8 23.0 14.4 14.3 7.7 1.0

（11）

37.9 25.8 22.6 27.7 14.9 26.9 16.7 18.6 7.9 1.0

（12）

16.8 14.8 12.7 19.6 18.1 31.1 35.8 33.0 16.6 1.5

国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問２ （１）

16.0 15.1 29.1 32.5 25.0 28.4 18.7 23.0 11.1 1.0

（２）

22.3 17.1 32.4 24.6 22.9 31.2 21.8 26.2 0.6 1.0

（３）

16.7 26.8 27.3 28.2 0.9

英語意識調査（府・国〔H15教育課程実施状況調査〕）

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無答・その他

中３ 中３ 中３ 中３ 中３

英語の勉強が好きだ

英語の勉強は大切だ

英語の勉強は、受験に関係なくても大切だ

英語を勉強すれば、私の受験に役立つ

英語を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

英語を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

英語を勉強すれば、私は、英語で自分の考えや気持ちを伝えることができるようになる

受験に役立つよう、英語を勉強したい

自分の好きな仕事につけるよう、英語を勉強したい

ふだんの生活や社会に出て役立つよう、英語を勉強したい

英語で自分の考えや気持ちを伝えることができるよう、英語を勉強したい

将来、英語の勉強を生かした仕事をしたい

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

（国）よく分かる

どちらかといえば

そう思う

(国）だいたい分かる

中３

私は英語の授業の内容がよく分かっている

（国）英語の授業がどの程度分かりますか

どちらかといえば

そう思わない

（国）分かることと分か

らないことが半々

そう思わない

（国）分からないことが

多い・

ほとんど分からない

無答・その他

中３ 中３

授業中に、英語を聞いたり、話したりすることは楽しい

私は、家庭学習として英語の勉強をよくする方だ

中３ 中３

（１）評価の観点別正答率 

· 「理解の能力」が最も正答率が高く70.5%であった。また、無答率が最も低く1.9%であった。

· 64.2%と２番目に正答率の高い「関心・意欲・態度」は、無答率が11.8%と高く、結果として誤答率は４観点中最も低い。

· 「知識・理解」の観点は、誤答率が33.2%と４観点中最も高い。

· 「表現の能力」については、「書くこと」の領域と同じ。

[image: image26.emf]（２）観点別正答率の経年比較
· 「関心・意欲・態度」「表現の能力」「理解の能力」の３観点では、それぞれ正答率が増加した。

「関心･意欲･態度」　正答率

62.1%→64.2%
「表現の能力」　正答率

35.8%→36.9%
「理解の能力」　正答率

70.3%→70.5%
· その中でも、「関心・意欲・態度」「理解の能力」の２観点では、それぞれ誤答率、無答率が減少している。

「関心・意欲・態度」 　誤答率　24.3% → 23.9%　（0.4ポイント減）

　　　　〃　　　 　　  　無答率　13.6% → 11.8%　（1.8ポイント減）

「理解の能力」　　　 　誤答率　27.6% → 27.5%　（0.1ポイント減）

〃　   　　　  　無答率　 2.0% →  1.9%　（0.1ポイント減）

· 「表現の能力」の観点では、無答率は減少したが、誤答率が増加している。

「表現の能力」      無答率　46.7% → 40.5%　（6.2ポイント減）

　　　　　　　　　      誤答率　17.5% → 22.7%　（5.2ポイント増）

· 「知識・理解」の観点では、唯一正答率が減少した。また、無答率には大きな変化はないが、誤答率が増加している。

「知識・理解」　　　　 正答率　75.5% → 73.3%　（2.2ポイント減）
誤答率　23.0% → 25.3%　（2.3ポイント増）


（１）難易度別正答率

· 難易度が「易しい」から「普通」に高まると無答率では大きな変化は見られないが、誤答率が２倍以上に増加する。

無答率  「易しい」  1.7% → 「普通」  2.3% 
誤答率　 「易しい」 12.3% → 「普通」 29.5%　

· 難易度が「普通」から「難しい」に高まると誤答率では大きな変化は見られないが、無答率が12倍に増加する。

誤答率　「普通」　29.5%　→　「難しい」33.9%　（ 4.4ポイント増）

無答率　「普通」　 2.3%　→　「難しい」27.6%　（25.3ポイント増）

（２）難易度別正答率の経年比較
· 「普通」の難易度においては、正答率、誤答率、無答率とも顕著な変化は見られなかった。

· 「易しい」の難易度においては、正答率が若干増加し、誤答率が減少した。

「易しい」　正答率　84.3%　→　86.0%　（1.7ポイント増）
〃　　誤答率 13.8%　→　12.3%　（1.5ポイント減）
· 「難しい」の難易度においては、誤答率が増加したものの、無答率が減少した。これは、「書くこと」の領域・「表現する能力」の観点における無答率の低下に起因するもので、「書くこと」に対して意欲的に取り組もうとする姿勢の表れとして、一つの成果といえる。

「難しい」 誤答率　23.2%　→　27.7%　（4.5ポイント増）

　　〃　　 無答率　38.3%　→　33.1%　（5.2ポイント減）

（１）「勉強が好きだ」の項目について
· 中学校の３教科中、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的な意見の割合が最も高く、生徒から比較的好かれている教科であるといえるが、それでも50%には達していない。


（２）「授業中に考えたり発表したりすることは楽しい」の項目について
· 授業の楽しさについて問う項目においても、英語は３教科中最も楽しいと肯定的にとらえている生徒の割合が高い。


（３）「授業の内容がよく分かっている」の項目について
· 「授業の内容はよく分かっている」の項目では、３教科の中で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的な回答の割合が最も低い。

· 英語は、生徒にとって、「授業は楽しく」「好きな教科」ではあるが、授業の内容が分かっているかどうか、自分自身で実感しにくい教科といえる。


（４）「英語の勉強は役に立つ」の項目について
· 「教科の勉強は何に役立つか」を問う項目では、英語は90%近くの生徒が「受験」との関係において、有用性をとらえている。

· 教科本来の目的である「コミュニケーション」との関係で有用性をとらえている生徒の割合は低い。


（５）「教科の勉強はコミュニケーション能力を高めることに役立つ」の項目について

· 「母語」と「外国語」の違いからか、英語は、同じ言語をあつかう国語ほど、「コミュニケーション能力を高める」ことができるという点での有用性は、認識できていない。


（６）国（平成15年度教育課程実施状況調査質問紙調査）との比較

· 大阪府の生徒は、「受験」や「将来の仕事」との関係で、英語を学ぶことに対する意義付けをしている回答の割合が多い。

· 英語の授業の内容は分かっているが、授業中の聞く、話す活動には、楽しさを見い出せていない状況がある。

①　肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を上回る項目
· 英語の勉強をすれば、私の受験に役立つ　


（国：86.6%　府：87.9%）

· 英語を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

（国：45.6%　府：49.2%）

· 受験に役立つよう、英語を勉強したい


　　　　　　　（国：84.3%　府：86.9%）

· 自分の好きな仕事につけるよう、英語を勉強したい

　　　　　　　（国：45.0%　府：50.6%）

· 将来、英語の勉強を生かした仕事をしたい


（国：29.5%　府：34.4%）

· 私は英語の授業の内容がよく分かっている


（国：45.1%　府：47.6%）

②　肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を大きく下回る項目

· 英語の勉強は受験に関係なくても大切だ


（国：80.8%　府：75.1%）

· 授業中に、英語を聞いたり、話したりすることは楽しい

（国：54.7%　府：41.7%）




領域別・観点別のクロス分析

ここでは、領域・観点別クロス集計結果から課題を探っていく。領域は、「聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」の3領域。観点は、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」、「表現の能力」、「理解の能力」、「言語・文化についての知識・理解」の4観点である。領域はそれぞれの領域をクロスさせ、観点はそれぞれの観点をクロスさせることで、課題を見い出すとともに改善へ向けての方向性を探る。

（１）領域別のクロス分析

① 問題例


　
                                                  　　 



② クロス分析結果

(ｱ) 「聞くこと」と「読むこと」とのクロス分析

このグラフより、「聞くこと」と「書くこと」との間には、強い相関があるとは言えないが、「書くこと」の問題に高得点をとる生徒は、「聞くこと」の問題でも高得点を取る傾向が、やや見られる。


(ｲ) 「聞くこと」と「書くこと」とのクロス分析

このグラフより、「聞くこと」と「書くこと」との間には、強い相関があるとは言えないが、「書くこと」の問題に高得点をとる生徒は、「聞くこと」の問題でも高得点を取る傾向が、やや見られる。

(ｳ) 「読むこと」と「書くこと」とのクロス分析

このグラフより、「読むこと」と「書くこと」との間には、強い相関があるとは言えないが、「書くこと」の問題に高得点を取る生徒は、「読むこと」の問題にも高得点を取る傾向が、やや見られる。

③ クロス分析結果からわかること

英語において、「聞くこと」と「読むこと」の間には相関は見られないが、「書くこと」の問題に高得点を取った生徒は、「聞くこと」や「読むこと」の問題において高得点を取る傾向があることが分かる。

一方、各スキルの正答率から、「聞くこと：74.1%」や「読むこと：67.3%」に対し、「書くこと：40.8%」の力が弱いことにより、授業において、リスニングやリーディングの指導だけではなく、ライティングの指導を一層充実させるなど、生徒の総合的な英語力を伸ばすためにも、各領域のバランスの取れた指導が求められる。

（２）観点別のクロス分析

① 問題例

· 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」の問題例　　
　→「書くこと」の問題例を参照

· 「表現の能力」の問題例　



　→「書くこと」の問題例を参照

· 「理解の能力」の問題例　　　　　　　　　　　　　→「聞くこと」及び「読むこと」の問題例を参照

· 「言語・文化についての知識・理解」についての問題例


② クロス分析結果

(ｱ) 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「理解の能力」とのクロス分析

このグラフより、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「理解の能力」との間には強い相関が見られる。英語への関心が高く意欲のある生徒は、リスニング問題やリーディング問題で高得点を取る明らかな傾向があると言える。

(ｲ)「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「表現の能力」とのクロス分析

このグラフより、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「表現の能力」との間には強い相関が見られる。英語への関心が高く意欲のある生徒は、ライティング問題で顕著に高得点を取る傾向があると言える。

(ｳ)「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「言語・文化についての知識・理解」とのクロス分析

このグラフより、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「言語・文化についての知識・理解」との間には、上の(ｱ)や(ｲ)の結果ほど、強い相関は見られないが、英語への関心が高く意欲のある生徒は、文法の知識を問う問題で高得点をとる傾向が、やや見られる。

(ｴ)「表現の能力」と「理解の能力」とのクロス分析

このグラフより、「表現の能力」と「理解の能力」との間には、強い相関があるとは言えない。

しかし、領域間のクロス分析でも述べたように、ライティング問題で高得点を取る生徒は、リスニング問題やリーディング問題でも高得点をとる傾向が、やや見られる。
(ｵ)「表現の能力」と「言語・文化についての知識・理解」とのクロス分析

このグラフより、「表現の能力」と「言語・文化についての知識・理解」との間には強い相関があることが分かる。

文法の知識を問う問題で高得点を取る生徒は、ライティング問題でも高得点を取る明らかな傾向が見られる。

(ｶ)「理解の能力」と「言語・文化についての知識・理解」とのクロス分析
このグラフより、「理解の能力」と「言語・文化についての知識・理解」との間には、「表現の能力」と「言語・文化についての知識・理解」との間ほどの相関は見られないが、文法の知識を問う問題で高得点を取る生徒は、リスニング問題やリーディング問題で高得点を取る傾向が、やや見られる。
③ 観点別クロス集計から分かること

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」を問う問題で高得点を取る生徒が、他の観点を問う問題でも高得点を取る傾向が見られることが分かる。特に、英語に関心や意欲をもっている生徒は、領域別で課題としてでてきた「書くこと」を問う問題でも高得点を取る傾向が顕著である。また、難易度別においても、「難しい」と分類される問題及び「普通」と分類される問題においても、英語に関心や意欲をもっている生徒は高得点を取る明らかな傾向が見られる。

（３）調査全体から見えてきた課題と改善点

生徒の総合的な英語力を育成するためには、領域では「書くこと」についての能力を身に付けさせること、観点では「表現の能力」を身に付けさせることが重要であることがわかった。また、同時に生徒に英語や英語の授業に関心や意欲をもたせることが英語力育成の基盤になっていることが明らかになった。

この課題を改善するためには、授業において、自己表現能力の育成をめざした指導を一層充実させると同時に、まず、生徒に英語の授業に関心や意欲をもたせる指導方法や評価等、学習意欲を高める授業づくりが求められる。




（１） 結果から明らかになった課題

「書くこと」、「表現の能力」は良好とは言えない。特に内容的にまとまりのある一貫した文章を書くことが身に付いていないことが分かる。具体的な問題で説明すると、
◇ 内容制限問題（制限作文問題）

· 事前に状況や情報を与えてから書かせる問題である。

· 語彙や形式にいくらかの自由が与えられるが、あくまでも一定の枠付けがなされており、その範囲内で作文する。

(1) 結果分析から見えてきた課題





◇ 内容非制限問題（自由作文問題）

· 生徒は自分の考えを表現するために、自分自身でことばを選び、構造を決めて書かなければならない。
· テーマのみ与えられた自由記述の作文問題である。


　　　


（２）改善に向けた指導

· 自由作文のように、生徒が自分の考えを英語で書けるようになるには、段階的・系統的な指導が必要である。

· 基礎的・基本的な知識を定着させるための「書き写し」のような活動に始まり、「制限作文」、そして自己表現のための「自由作文」へと系統的に進む指導が大切である。

ステップ１　書き写し（基礎的・基本的な知識の定着）

　　　　　　　 ↓

ステップ２　制限作文（一定の枠付けの中で、書くこと、自己表現の訓練）

　　　　　　　 ↓

ステップ３　自由作文（書く力、自己表現能力を伸ばす）

· 次に、学習活動の具体例として、教科書を使いながら、自己表現力、特に書く力を伸ばすいくつか事例を挙げる。

（３）学習活動の具体例

　ステップ１：本文の書き写し


《活動例》　Look up and write
　　　　　◇ 音読の方法の一つに Look up and readというものがある。

① “Read”という合図とともに、生徒は一斉に英文一文（あるいはチャンク）を黙視する。

② “Look up”という合図で、教科書から目を離し、前を見て憶えた英文を音読する。

◇ これのwriting版

① “Read”の合図で書こうとする英文をある程度のまとまり（チャンク）で読む。
② “Write”の合図で、憶えた英文を書く。ただし、最初から文を書かせるのが難しい場合は、単語
から始めてもよい。書こうとするものを見ないで、書くことに慣れさせることが大切である。

　　　　　 


（One World English Course 3 教育出版）
　

(ｱ) “Read”の合図で、“For many years”と音読し、“Write”の合図で、教科書を伏せて“For 
many years”とノートに書く。
(ｲ) 次に教科書を開け、“Read”の合図で、“cranes have lived in Kushiro Wetlands”と音読し、
　             “Write”の合図で、教科書を伏せて“cranes have lived in Kushiro Wetlands”とノートに書く。
(ｳ) 同様に、“during the winter”を音読して、教科書を伏せてノートに書く。以下、最後の文まで
続ける。
ステップ２：制限作文

① CC（Controlled Composition）

Ａ．【Copy from memory】（読んで書く）
· 意味内容を理解する。

· 何度か音読を繰り返した材料を使う。

· それぞれの英文の書き出し数語に続く英語を、記憶をたどりながら書き、英文を完成する。


英文の完成（Completion）には、意味内容の理解はもちろんのこと、文法力も必要で、
生徒にはかなりの負荷がかかる。教科書を使い、理解の能力を通して表現の能力を伸ばす
ことのできる有効な活動である。

（例）下線部に入る英語を教科書のとおりに書き、英文を完成しなさい。 （注：下線部を空白にしておく）
　      Martin Luther King, Jr. said this in a speech in 1963.  He had a dream that is important to
      all of us.  His dream was equality for all Americans, black and white.  He was a person that
      lived for this dream.  He fought for it.  And he died for it.

      In those days, there were many things that African-Americans could not do.  There were 

      toilets that they could not use.  There were seats on buses that they could not use.  There

      even drinking fountains that they could not use.  Africa-Americans’ lives were separate and

      unequal.

（New Crown English Series 3　三省堂）
(ｱ)　教科書にある１パートを選び、大切な文章に下線を引かせ、憶えてくるように指示をする。

(ｲ) 次の時間に、下線部を空欄にした紙を渡し、その部分を書かせる。生徒の実態によって、
日本語訳を与えてもよい。


Ｂ．【Reordering】（読んで書く）

· 教科書の１つのパートを使う。

· バラバラにした英文を話の意味が通るように並び換えさせ、できあがったものを書かせる。

　
文法よりもレトリックを重視し、まとまった英文を書かせる際に役立つように、文章の内
容構成の仕組みを理解させることを意図した活動である。

（例）次の５つの英文は「佐々木貞子」について述べられた英文の順序をバラバラにしたものである。意味が
通るように並び換えて、それをノートに書きなさい。


　　　　　　“I’ll get well if I make a thousand origami cranes,” she believed.

      　　She suddenly became ill at the age of twelve.

      　　Sadako died, but people around the world remember her.

      　　Sadako was two years old when the atomic bomb was dropped on Hiroshima.

      　　They are making cranes for her and for peace.

（New Crown English Series 3　三省堂）
(ｱ) 英文を読む負担を重くしないためにも、既習のパートを使う。

(ｲ) 代名詞や接続詞など、並び換え方のヒントになるようなものがある英文が望ましい。

　　


Ｃ．【Dicto-Comp】（聞いて書く）

· 既習の教材で、まとまった量の英文を数回聞かせた後、生徒に自分の記憶を頼りに、できる限り正確に書き取らせる。
　　　        　名前が示す通り、dictationとcompositionとを結び付けた活動である。

文法構造に焦点を当てるdicto-compや文章の論理構造に焦点を当てるdicto-compがある。


リーディング、リスニング、ライティングの３技能を使い、理解している意味内容と音声とを統合する発展的な活動である。途中にポーズが入っていないので、はじめはいくつかの語しか書き取れないが、繰り返し聞くうちに書き取れなかった部分を補っていくことができる。はっきりと聞こえなかった箇所や、記憶が曖昧な箇所の復元には、文脈から意味を予測する力や自分の言葉で英文を作る文法力が求められることから、英語の言語能力の測定にも利用できる。

（例）
　　　　　　Have you ever heard of Bhutan?  It’s a small country lying between China and India.

   　　　　It’s very high in the mountains.  But people living there grow a lot of fruit, vegetables and

rice. 

    　　　　People in Bhutan say, “Forty years ago, our harvests were much smaller.  But a man

 　　　　　from Japan changed our way of farming.”
（Total English 3　学校図書）
(1) 意味内容を理解している材料を使う。dicto-compを行う前に、話のポイントや流れなど、あ
るいは文法に焦点を当てる場合には、現在分詞についても復習しておく。

(2) 英文を数回読みあげる。単なるdictationではないので、読みあげる教師は、できるだけ自
然なスピードで読み、文章と文章の間でポーズは取らない。生徒は簡単なメモを取りながら英語を聞く。

(3) 何回か聞いた後、生徒は記憶を頼りに英文を復元していく。記憶が曖昧な部分は自分の
言葉で埋めていく。
② GC（Guided Composition）

Ｄ．【Fill-in-the-blank】（読んで書く）

· 書かれた英文を理解した上で、自分の気持ちを表現する。

　　　　　　既習のパートを使えば、本文の一部を自分のことに書き換えるだけで容易に自己表現に
つながる活動になる。
（例）
次は、丘先生のモンゴル旅行記の一部です。あなたなら、最後の　　　　　の部分にどんな
文章を書きますか。全体の文意を考えてノートに書きなさい。

　　　〔Day 3, Sunday, at Boldoo’s house〕

　　　　I visited Boldoo’s family.  They live in a ger, a Mongolian house.  When I went in,

  　　Boldoo said, “Be careful.  Watch your head.”

    　　His mother made some dishes.  They were new to me.

    　　At night Boldoo played the batokin.  The sound was sad and sweet.  The sky was 

  　　wide and deep.  I almost touched the stars.
（New Crown English Series 2　三省堂：旧版）

(ｱ)既習のパートを使う。丘先生になったつもりで、馬頭琴を聞きながら、広い夜空を眺めたらどういう気持ちになるかを考えさせて、それをノートに書かせる。

(ｲ)他の生徒の前で、最後の段落を自分の気持ちが相手に伝わるように読ませてみる。

ステップ３：自由作文

· 自由作文の重要な要因の１つに、生徒の「書くこと」への動機付けが考えられる。

· 作文のトピックも生徒の生活の中にある、経験や感情に根ざしたものを取り上げるのがよいと考えられる。

· 同時に、初期段階においては、生徒の「書くこと」への心理的負担を少なくするために、トピックと既習の言語材料を関連付ける（（例）参照）ことも大切である。
（例）　
	ト　ピ　ッ　ク
	言　語　材　料

	私の好きなもの／～さんの好きなもの
	I like ～. ／ ～ likes ….

	私のできること／できないこと
	I can ～. ／ I can’t ～.

	私の夢
	I want to ～.

	私が行ったことのある思い出の場所
	I have been to ～.／ Have you ever been to ～？

	人物紹介
	～ is a famous musician who …. 

	日本の文化紹介
	Osechi is a food we eat on New Year’s Day.


（４）自己表現能力を育てるために大切なこと
· 段階的な指導とともに、生徒に書くことを習慣付ける指導

その際、大掛りな活動は必ずしも必要ではなく、上で述べた本文の書き写しや、制限作文など、普段
から教科書を創造的に使うことで、自己表現への基礎的な能力を定着させていきたい。

· 予めの明確な目標及びTOP－DOWNの指導計画の作成
自己表現への基礎的な能力を定着させるには、その単元の最後に、どのような自己表現活動（output）を生徒にさせるのかという目標を予め明確にしておき、その目標に向けて、言語材料の知識を与え（input）、その知識をもとにして本文を理解させ定着させる（intake）ために、教科書をどのように使うかという、top-downの指導計画を常に立てておくことが重要である。

　

（参考文献）

沖原勝昭他（1985）「英語のライティング」大修館書店

小林昭江他（1994）「ライティングの指導」研究社

斎藤栄二（1996）「英語授業レベルアップの基礎」大修館書店

天満美智子（1982）「子どもが英語につまずくとき」研究社
５．中学校　　英　語





調査対象者数　9,559人　　実施者数　9,146人　　有効データ数　9,077人


問題数


《領域別》	聞くこと（11問）	読むこと（12問）　　　書くこと（７問）


《評価の観点別》	関心・意欲・態度（15問）	表現（７問）	理解（23問）	知識・理解（６問）


《難易度別》　	難しい（７問）	普通（19問）	易しい（４問）


《記述式》　　　　　　　	（７問）


総ポイント数　37点


前回との同一問題数	30問		新規、または一部修正問題数　0問








13 （１） 次の対話を完成させるために、[　　]内に与えられた語句を並べかえて、（　　　　）内に入る文を作り、その文を□の中に書きなさい。


　　　　      A：what did you do after you came home?　　　B：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　  　            [   a video game   my   I   friends   played   with  ]





４（２）　英語による会話文を聞き、その後に続く質問の答えとして最も適しているものを１～４の中から一つ選び、その番号を□の中に書きなさい。会話と質問は2回くり返します。


F：Let’s go to Tokyo next Sunday.   　 M：Oh, that’s a good idea. How are we going to go to Tokyo?


By Shinkansen?


    F：Yes. Let’s take the earliest train.    M：O.K. What time?


            F：Oh, I don’t know.


              


質問：二人が今、最も必要としているものは何ですか。


　　           １．東京のガイドブック　　２．腕時計　　３．時刻表　　４．カレンダー





１（２）　英文を聞き、それに対する応答として最も適切なものを１～４の中から一つ選び、その番号を□の中に書きなさい。


　　　　　　 


１ To buy many books.   2  To play tennis with my friend.   3  To read some books.   4  To make a cake.





15　　自分の夢について、まとまった内容の文章を４文以上で書きなさい。ただし、最初の文はMy dream is に続けて書き始めなさい。（My dream is・・・は１文に含みます。）








13（２）　次の対話を完成させるために、[　　]内に与えられた語句を並べかえて、（　　　　）内に入る文を作り、その文を□の中に書きなさい。


　　　　　　  A：What are you going to do this afternoon?    B：（　　　　　　　　　　　　　　　　）


　　　　　　　　　　[　  my     go    I’ll    and    uncle    see    ]








9 （２）　次の英文を読んで、その内容と合うものを１～４の中から一つ選び、その番号を□の中に書きなさい。


          〔紙の重要性を伝える100語程度の文章〕


　　　　　　 １　情報を伝えるための手段　　２　紙の重要性　　３　今日の生活様式　　４　芸術の意義








9 （１）　次の英文を読んで、その内容と合うものを１～４の中から一つ選び、その番号を□の中に書きなさい。


　〔リックが日本の風呂に入る際のカズオとの112語程度に及ぶ会話文〕


　　　　　　 １　リックは、日本の風呂の入り方を知っている。　２　リックは、風呂の湯は熱すぎると感じた。


　　　　　　 ３　リックは、カズオからタオルを借りた。　　　　４　リックは、自分でドアを閉めようとした。








［最高値］　　　　　　　　　［最低値］　　　　　　　［差］


《領　域》 「聞くこと」     74.1% － 「書くこと」    40.8%　＝ 33.3ポイント


《観　点》 「理解の能力」 70.5% － 「表現の能力」 40.8% ＝ 29.7ポイント


《難易度》「易しい」      86.0% － 「難しい」     38.5%　＝ 47.5ポイント





 聞くことの問題例 


４　英語による会話を聞き，その後に続く質問の答として最も適しているものを１～４の中から一つ選び，その番号を　 の中に書きなさい。会話と質問は２回くり返します。


(1) 1　青い色のＴシャツ


　　　　   2　黄色のＴシャツ


3　青い色のＴシャツと黄色のＴシャツ


4　黄色のセーター


《読み原稿》


(1)  F:　 May I help you? 


M:　 Yes, please.  I'm looking for a T-shirt. 


F:　 How about this one?


M:　 Hmm....  I don't like blue.  Show me the yellow one over there.


F:　 Sure.  Here you are.


M: 　O.K.  Good.  I'll take this shirt.


 


《質問》　男性は店で何を買いましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正答率　71.2％





 読むことの問題例 


10  次の手紙の主な内容は何ですか。１～４の中から一つ選び、その番号を　の中に書きなさい


August 1, 2005


Dear Susan,


  How are you?  Thank you for your letter.  Your story about the camping trip was very interesting.  I am staying at a hotel near Lake Kawaguchi with my family.  We are enjoying our summer vacation.  It is very cool in the morning here. Lake Kawaguchi is very beautiful.  Today my father and I rented a boat and went fishing.  We caught some fish.  We both really enjoyed it.


  We saw Mt. Fuji from the lake.  It is the highest mountain in Japan.  It is also the most beautiful.  We are going to climb it this summer.  We will see a great view from the top.  My father is good at taking pictures.  He took a lot of pictures of us by the lake.  I will send you some.


I miss you and Canada very much.  Say hello to everyone for me.  Good-bye for now.


Your friend,　Junko


 　（注）rent  借りる　fishing 魚釣り　climb 登る　 view ながめ  miss  ～がいないのを寂しく思う





1 河口湖が涼しいということ


2 ジュンコの夏休みの様子


3 富士山からの眺めがすばらしいこと


4 ジュンコの友だちのスーザンのこと


正答率　59.2％





　書くことの問題例 


 15   自分の夢について、まとまった内容の文章を４文以上で書きなさい。


　　　　 　 ただし、最初の文はMy dream isに続けて書き始めなさい。（My dream is.... は１文に含みます。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


 正答率　35.6％





�





 ６　次の英文を読んで、その内容と合うものを１～４の中から一つ選び、その番号を　の中に書きなさい


(1)　 I have some pictures to show you. 


1 あなたと写真を撮りたい。


2　あなたに見せる写真がある


3　あなたにショーの写真を見せる


4　あなたの写真を見せてもらいたい　　　　　　　　　　　　　　　　正答率　72.1％





�





【５】　評価の観点別の分析








�














（One World English Course 3 教育出版）　





【６】　難易度別の分析








�





【４】　領域別の分析








�





※ それぞれの問題において、正答率が30%～40%に留まっており、無答率においても、それぞれ30%～40%の値を示している。
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【１】　経年比較








【３】　レーダーチャートの概要
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　　　（書くこと、関心・意欲・態度、表現の能力）条件に合う英文の作成　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


14　　あなたは、友人の吉田久美子（Yoshida Kumiko）さんを紹介する手紙を書いています。メモを参考に、(1)～(3)の内容の英文を　　　　の中に書きなさい。


　


（吉田久美子さんについてのメモ）


(1) 所属クラブ


→バスケットボールクラブ


  (2) 得意教科→英語


　(3) 趣味→ギターを弾くこと


　


　　　 


    








【２】　学力分布の概観








【７】　教科に対する意識








　問題別の分析








【９】　改善の方向性








Her name is Yoshida Kumiko.  She goes to Higashi Junior High School 





and is a third-year student.  (1)                                     　  


 


 (2)                                                             　　　    


  


(3)  　　                                                                 





正答率�
35.6�
�
誤答率�
22.4�
�
無答率�
42.0�
�
正答率�
35.6�
�






�
�
平成18年度�
�
(1)


所属�
正答率�
38.2�
�
�
誤答率�
23.6�
�
�
無答率�
38.2�
�
(2)


得意教科�
正答率�
36.1�
�
�
誤答率�
22.8�
�
�
無答率�
41.1�
�
(3)


趣味�
正答率�
37.5�
�
�
誤答率�
22.0�
�
�
無答率�
40.5�
�






（書くこと、関心・意欲・態度、表現の能力）文の創作力・構築能力
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自分の夢について、まとまった内容の文章を４文以上で書きなさい。


　 ただし、最初の文はMy dream is に続けて書き始めなさい。


　　（My dream is... は1文に含みます）











※ 正答率は前回を上回ったものの、35.6%と低く、無答率も前回より約12.0%も下がったが、依然42.0%と高い割合である。








自己表現能力を高めるためには、基本的な英文を数多く記憶に止め、それを必要に応じて活用することができる力を育てることが必要である。


「書き写し」は、教科書本文の内容の理解を深めると同時に、本文中の語彙・文法などの言語材料を定着させるのに有効な活動である。


何度も音読練習をしたものを使っているので、それを反復しながら正確に書き写すことにより、視覚と聴覚からイメージ化して記憶することができる。そのためにも読む区切りは、必ず意味のまとまり（チャンク）でなくてはいけない。また、文を書き写す際には、大文字・小文字、句読点符号、正しい綴りなどに注意しなくてはいけないので、言語材料の定着度は大きくなると同時に、意味のまとまりで英文を捉えていくので、読解にも役立つ。


※書き写しする文は何度も音読をし、生徒が意味内容を理解しているものに限られる。





For many years, cranes have lived in Kushiro Wetlands during the winter.  Also, many other plants and animals have been there since ancient times.　


Some people in Kushiro started a group to protect nature.  They worked hard to       　study the plants and animals there.  Thanks to their hard work, the Kushiro Wetlands


are on the Ramsar List and there are about eight hundred cranes now.





（あなたが書いている手紙）





※制限作文は、文法構造に焦点を絞ったCC（Controlled Composition）と


内容に焦点を当てたGC（Guided Composition）に分かれる。





英語(中学校)学力の分布





前回調査(H１５年度)において一部のデータに不適切な処理があったため、上


記の経年比較のグラフは、比較可能な問題のみでデータ処理を行っている。


したがって、今回調査のみで処理したグラフと数値が違う場合がある。





前回調査(H１５年度)において一部のデータに不適切な処理があったため、上


記の経年比較のグラフは、比較可能な問題のみでデータ処理を行っている。


したがって、今回調査のみで処理したグラフと数値が違う場合がある。





前回調査(H１５年度)において一部のデータに不適切な処理があったため、上


記の経年比較のグラフは、比較可能な問題のみでデータ処理を行っている。


したがって、今回調査のみで処理したグラフと数値が大きく違う場合がある。
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